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鹿児島県屋久島の四万十層群の堆積構造
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　　The　strata　ofprobable　P乱leogene　age　which　belong　to　the　Shim＆nto　Group　are　exposed

along　the　coast　of　Yaku－shima，Kagoshima　Prefbcture．They　surround　in　a　ring－shape　a　round

granite　mass　which　is　intruded．into　them　and　occupies　the　major　part　ofthe　island．

　　　　　　They　are　divided　into　the　following　four　formations　by　Isamu　HAsHIMoTo（1956）ンthat

is，ln　ascending　order　the　Mugio，the　Funayuki，the　Miyanoura　and　the　Iss6Formations。The

Iss6Formation　overlies　the　Miyanoura　Formation　with＆n＆ngular　unconformity．The　writers

consider　at　present　that　the　Iss6Formation　is　to　be　excluded£rom　the　Shimanto　Group・These

£ormations　generally　strike　northeast　and　dip　steeply．The　Mugio　and　Miyanoura　Fomations

are　Hysch　type　deposits　consisting　ofsandstone　and　mudstone，The　two　fbrmations　are　in飴rred

to　be　turbidite　from　the　following　facts：graded　bedding　is　conspicuous，ripple　mark　and．

Iarge　cross　lamination　are　rare，small－scaled　current　ripple　lamination，ripple　cross　lamina－

tion　and　sole　mark　are　seen，fossils　except　Ichnofbssils　are　lacking，conglomerate　is　poor，con－

spicuous　slumping　structure　is　often　observed，total　thickness　of　the　two　formations　attains　to

as　large　as3，000meters。

　　　　　　The　typical　sandstone　bedりwhich　shows　intemal　structures　of　flysch　type　deposits，is

composed　of　the　following　six　units：in　ascending　order，grading，para11el　lamination，ripple

cross　lamination，convolute　Iamination，ripple　cross　lamination，and　paralle11＆mination

part。Howeverンthe　sandstone　which　contains　all　the　units　above－mentioned　is　practically　not

common。That　is，most　of　the　sandstone　beds　are　composed　of　the　two　or　three　units，1acking

the　top　and／or　bottom　parts，

　　　　　　In　the　Miyanoura　Formation，sole　mark　at　the　bottom　ofsandstones　and　ripple　cross

Iamination　at　the　top　indicate　two　different　current　directions，that　is，current　from　north　and

current　from　south　or　westsouthwest．The　sedimentary　structures　which　indicate　a　current

from　north　are　more　abundant　than　those　which　indicate　a　current　from　south　or　westsouth－

west，Therefbre，the　material　of　the　sandstone　was　transported　mostly　from　the　north　and

partly　from　the　south，

　　　　　　A免w　pebbles　of　orthoquartzite　were　found　at　four　points　in　the　conglomerate　of　the

IssδFormation．且owever，no　sedimentary　structures　could　be　observed　in　this　formation。

Therefore，it　is　difHcult　to　conclude£rom　the　data　obt＆ined　up　to　the　present　whether　the　south

continents　as　presumed　by　HARADA　and　others（1970a。b，1972）existed　on　the　Paci且c　Ocean

side　or　not．

　＊地質　部
＊＊鹿児島大学理学部地質学科学生
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　筆者らは1972年3月，目本周辺海域地質構造総合研究

の一環として，薩南諸島の地質調査を行ない，四万十帯

に属する屋久島の時代未詳層群中にみられる堆積構造を

主として調査した．この堆積岩分布地域について，堆積

構造から抽出した砕屑物の供給方向と，従来の層序学的

な研究結果や今回の研究調査結果とから，南西諸島海域

の古地理的な推論を試みようとした．

　最近薩南諸島を含む四万十帯の各地域のorthoquart－

zite礫から推定して，南方陸地の存在説についての研究

論文が次々と発表　（原田哲朗ら，1970a　l原田哲朗ら，

1970b）されている．、すなわち原田哲朗ら（1970b）によ

ると屋久島に分布する四万十層群注1）の上部，一湊累層

中の礫の中にorthoqu＆rtziteがあり，その上，同層中に

大規模な斜層理があり，これが南方からの供給方向を示

すという．しかしながら今回の調査では一湊累磨注2）そ

のものの斜層理は見当たらなかったために，南方陸地説

を明らかにすることはできなかった．結局今回の調査で

は一湊累層の下位の麦生累層および宮之浦累層中に認め

られる堆積構造を測定し，観察を行なった。そして堆積

物の供給方向を明らかにしようと試みた．その結果，屋

久島北海岸のsole　markingは北→南，これに対して南

海岸では西→東～南西→北東で北海岸とほぼ反対な方向

九州

を示した．

　本論を作成するに当たって，鹿児島大学岡田博有助教

授および地質調査所の吉田尚・野沢保・田中啓策・滝沢

文教技官をはじめ地質部の多くの方々から有益な御批判

や御援助をいただいた．現地では，上屋久町山ロー彦町

長・今藤清秀係長・屋久町岩川真琴町長・目高直安係長

の各氏からは多大のお世話をうけた．以上の方々に厚く

お礼を申し上げる．
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注1）種子島の熊毛層群に対比される．

注2）種子島の茎永層群下部に対比される．

　屋久島の地質（層序・構造）に関する研究は半沢正四

郎（1935）と橋本勇（1956）とがその主なるものであ

る．今回の調査地域は面積に比べて調査日数は少なく，

その上，堆積構造を主目的としたため，地質・構造・層

序については，橋本によるところが多い．

　屋久島の大部分は巨大な正長石の斑晶を含むことで有

名な花闇岩の岩体で占められる．全厚3・000mに及ぶ四

万十層群は，花嶺岩体をとりまいて島の北・東および南

の海岸だけに，せまく分布している．しかし海岸では，

よく連続し露出している．この四万十層群は花商岩に逆

入され，熱変成を受けている．この堆積岩の良好な露頭

は前にものべたように，ほとんど海岸に限られている上

に，その海岸は急崖を作るために，陸上からの調査は不

可能のことが多い．海上からの調査も，当時（3月中

旬）は舟を使用しても，波浪があり，珊瑚礁の発達があ

るため，海岸近くの海底も浅く（P1翫te18），舟を安全に

接岸することは困難であった．そのため露頭を連続調査

することは調査期間も短かかったこともあり不可能であ

った，今回は船行累層と麦生累層の一部を調査できなか

った．

　橋本勇（1956）によれば，四万十層群は別表のように

区分され，古第三系のものと推定している．

むぎ　お

麦生累層

本累層は安房南方から尾之問西方にかけての海岸に露

出し，その層厚数100mとされている．他累層との関係

は不明である．本累層はしま状泥岩と塊状泥岩との厚層

からなり，部分によって，レンズ状の砂岩を挾む．ま

た，砂岩泥岩互層も発達する．

　泥岩は黒灰～暗灰色を呈し，無層理塊状のことが多

く，ときにlamillaが明瞭で，しま状を示す．本累層の

見掛け上の下部に当たる泥岩中には直径10cm以下の団

塊を含む．

　砂岩は暗灰色中粒で，塊状～葉理を示し，厚さは数

10cmのことが多く，まれに数10mのこともある．本累
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欝灘岩部層｝一暴難多饗難慰騨
融議部層／　層欝穿は盛蕪）
第2図　屋久島時代未詳層群の地質略図（橋本勇，1956に基づき一部改作）

第1表　屋久島の時代未詳層群の層序区分（橋本勇・1956）

四

万

十

層

群

一　湊　累　層

宮之浦累層

矢筈岳頁岩砂岩部層　（500m十）
上部SS＞Si。alt

下部Si・Sh×

　　　　　　　　一湊礫岩部層（150～300m）　Cg＞SS

　　　　　　　　　一一一一　一一～傾斜不整合　 一一一一～一一一～～一一一～（一湊不整合）

　　　　　　　　楠川頁謙砂椴澱S　鯨壕砂憲SS＞》＞GSh・Si

　　　　　　　　（警占88畿齢）≦鯖融霜　（警188雛齢）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係不明（断層）
船行累層（数100m，おそらく700～800m）Sh・Si＞SS＞db・・alt＞rSh

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関　係　不　明

麦生累層（数100m）　　　　　　　　Sh・Si＞SS＞alt

Cg：礫岩　　SS：砂岩　　Si：シルト岩

質変質玄武岩　　×：生痕と環虫類化石

Sh：頁岩　　CSh　i炭質頁岩　　rSh　i赤鵜色頁岩　　alt：砂岩頁岩互層　　db＝粗粒玄武岩

》，＞量の多少を表わす　　（一湊不整合の下位の地層を一括して四万十層群とした）
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層中にはslumpstructureがみられう砂泥互層中にはsole

markingがみられる．

船行累層

本累層は安房北方の海岸に分布し，その層厚700～800

mとされ，落川・船行の両断層に挾まれ，上下限とも不

明である，主として泥質岩からなり，細粒砂岩を挾む

が，時に赤褐色泥岩も見られ，最上部には枕状熔岩があ

る．

宮之浦累層

本累層は最も広く分布し，橋本（1956）によると下位

より安房砂岩および楠川頁岩砂岩の2部層に区分され，

両者はinter且ngerし，少なくとも一部は同時異相の関係

にあるとされている．

安房砂岩部層　本部層はその層厚数100mで，厚くと

も1，000m以下であろうとされ，北東海岸の小瀬田・ネ符

川および安房に発達する．しかしながら，今回の調査結

果によると，南海岸の小島から平内にかけて広く分布す

るとされていた地層は，本部層ではなく，岩相から後述

する楠川頁岩砂岩部層であると考えられる．

　本部層はおもに砂岩の厚層からなり，しばしば泥岩層

や砂泥互層を挾み，ときに安房北方でみられるように炭

質頁岩や黒灰色泥岩を挾む．

　楠川頁岩砂岩部層　本部層は北海岸においては，一湊

東方から宮之浦をへて構川付近までの海岸によく露出

し，南海岸では小島から平内・湯泊をへて，栗生北方海

岸にかけて分布するが，とくに宮之浦国民宿舎付近の海

岸では好露出がみられる．本部層の層厚は摺曲や断層も

あって明らかではないが，橋本（1956）によると数100～

1，000m以下であろうとされている．なお各所でslump－

ingが観察され（P1＆te19～21），いまだに貝化石の産出

はない．

　本部層は非常に厚い砂岩（最大厚12m）と泥岩，砂岩

泥岩互層などからなる（P1＆te22，23）．

　砂岩は一般に灰色，ときに中粒で，まれに粗粒であ

る。厚さは数cm～30cmの板状のものも多いが，無層

理塊状で121nに及ぶものもある、砂の粒径の変化による

級化現象は肉眼的に明瞭である，砂岩単層の下底面には

sole　m翫rking（Plate24～28）が多数，上部にはripPle

cross－laminationが多数，上面にはごくまれにcurrent

ripPle　mark（Plate29）がそれぞれ認められる・．泥岩は黒

～黒灰色，多くは葉理を示す．一般に数cm～数mで，

まれに10数mに達する．泥岩は砂岩中にひんぱんに挾ま

れ，砂泥互層をなし，まれに乱された地層（Plate30）も

みられる．宮之浦付近の海岸では紡錐形（直径15cm，

短径7cm）の団塊（Plate31）を含むことがある．また

細互層中にはCh・ndrite　sp．（田中啓策同定）などの生

痕，ときに泥岩中に砂管らしいものがみいだされる

（Plate32～35）。

　砂泥互層の最も典型的な好露出は，宮之浦北西や湯泊

付近の海岸で観察される，第3図に示す柱状図は前者の

宮之浦海岸のものである．

　砂泥互層には，砂岩の厚さが泥岩に比べて圧倒的に厚

い互層（第3図b）とその比が小さい砂泥互層（第3図

a・c・d）とがある．後者に属するものには，柱状図

をみた感じとして，砂岩の厚さが泥岩の厚さよりも厚い

互層（第3図a，c）と，泥岩の厚さが砂岩の厚さに比

べて厚い場合（第3図d）とがある．

　砂岩の厚さが泥岩に比べて圧倒的に厚い互層中の砂岩

の厚さは1～12mで，泥岩の厚さは1m以下で，砂岩の

粒度は細粒のもめが多い．下位の泥岩とはわずかな侵食

面をもって接し，両者の境は明瞭である．級化現象は多

くの場合不明瞭ながらも存在し，ときどき比較的鮮明に

発達することもある．方向性をもつsQle　marking（Hute

cast・groove　cast）はしばしば認められる．また，まれ

に方向性のないload　castもみられる．砂岩層には，ま

れではあるが泥質岩の偽礫を含むこともある。

　以上のべた諸特徴から判断すると，この厚い砂岩は，

nuxoturbidite（DzuLYNsKI，KsIAzKIEwlcz　and　KuENEN，

19593田中，1970）であろう．

　砂がち互層（砂岩層厚約10cm，泥岩層厚約5cm）を

構成する砂岩は，下位の泥岩とは常に侵食面をもって接

し，両者の境界はきわめて明瞭である．その粒度は一般

に細粒，ときに中粒，淘汰がやや不良で，級化層理はき

わめて良く発達する，平行葉理・ripplecross－1amination

およびconvolutelamination（Plate36～38）もしばしば

みられる．

　砂岩の下底面には方向性のあるsolemarkingの発達も

ときに認められる．現在のところ貝化石の産出はない．

　互層における砂岩から上位の泥岩にいたる一連の地層

については，BOUMA（1962）が提唱したような完全に近

いモデル（第4図Aの1）は非常に少ないが，その基部

の内部構造がみとめられるもの（第3図a・c，第4図

A）から，基部を欠き（第3図d，第4図B），頂部の堆

積構造のみをもつもの（第4図B6・7）へと種々に変

化する．

　小論では屋久島で観察されたものについて，形態だけ

による分類を第4図AおよびBに示すように試みた．す

なわち，完全なものは，下位より級化部（a），下部平行葉
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　　　　　　　　　　　　　　　（d）

宮之浦海岸でみられる宮之浦累層の層序柱状図

（上下関係は左から右に向かって下位層となる〉
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f……上部平行葉理部

e一一・上部漣痕葉理部

d……コンボリュート葉理部

C一一一下部漣痕葉理部

b一一下部平行葉理部
Q・一…級イヒ部

鰯卿初腕力θ吻

第4図　砂岩単層の形態による分類（試案）

0 5c肌

0 5Gπし 下部平行葉理部および漣痕葉理部

下部乎行葉理部一コンボリュードー上部漣痕葉理部

　　　第5図　宮之浦累層中の砂岩単層の産状と形態のスケッチ

　　　　　　　（宮之浦国民宿舎北西海岸）

理部（b），下部漣痕葉理部（c），コンボリュート葉理部（d），

上部漣痕葉理部（e），上部平行葉理部（f）の6単位からなっ

ている．このうち，下部および上部の漣痕葉理部はほぼ

一定方向を示す斜葉理が多いが，ときにその方向が不規

則な，いわゆるripple　drift　bedding（第4図Aの5・10

・12，Bの5）を示すこともある．

　後者の泥がち互層（泥岩層厚約5～20cm，砂岩層厚

約0．5～10cm）を構成する砂岩は砂がち互層とはやや

異なり，下位の泥岩との境界は明瞭ではあるが，侵食面

は見当たらない．粒度は一般に細粒で，ときに微細粒で

ある．しかし，前にものべたように，実際には第3図a

（第4図A・1）に示すような砂岩単層の級化現象の基

本的に完全な6単位の発達は非常に少なく，その頭部が

欠除しているもの（第3図c），その基部が欠除している

もの（第3図d）などが普通である．すなわち，一般的

には2～3単位（第4図A4～13，B2～4，第5図）
から構成されているものが多い．

　以上の諸特徴から判断すると，砂岩泥岩互層を構成す

る砂岩はturbiditeである、

一湊累層

　今回の調査ではおもに矢筈岳半島付近を調査した．少

なくともこの地域では橋本（1956）がのべているような

400mほどもある泥質岩層は見当たらず，ほとんど砂質

礫岩層である，

　本累層は下位の宮之浦累層とは著しい傾斜不整合（一
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湊不整合）の関係注3）で接し，また，一湊礫岩部層と上

位の矢筈岳頁岩砂岩部層の2部層に分けられる。

　一湊礫岩部層　本部層は矢筈半島のつけねから一湊市

街の南方にかけて露出する礫岩層で，層理は不明瞭であ

り，したがって，斜層理の存在もはっきりしない。その

層厚は約300mである（Plate39）・

　礫岩の礫は細礫から巨礫に至るまで顕著に発達し，概

して基底に近い方が礫も大きい．礫種には，明らかに先

第三系のものであるチャート・花嶺閃緑岩・流紋岩・変

質流紋岩・硬砂岩および，わずかながらorthoquartzite

があり，これは，いずれも硬質岩であるのにかかわらず

よく円磨され，亜円礫～円礫である．それら古期岩の礫

の大きさは直径数cmのことが多いが，大きいものは10

数cmに達することもある．

　これに対して砂岩・泥岩の礫は一湊不整合下位の宮之

浦累層以下の諸累層を構成するものであることは明らか

で，形は角礫～亜角礫で，大きさは巨大で，その量も多

く，淘汰不良で，そのうち砂岩礫には長径150cmに及

ぶものもある．要するに礫種には屋久島付近では見られ

ない先第三系の古期岩のものと，一湊不整含下位の比較

的新しい四万十層群から由来したものとが混在している

ことが注目される．

　矢筈岳頁岩砂岩部層　本部層は矢筈半島の中部から先

端の燈台にかけて露出し，その層厚は500m以上とされ

ている．砂質礫岩からなり，斜層理は見当たらず，淘汰

不良で，まれに砂質泥岩の部分に小規模な葉理をみるこ

とがあり，級化現象を示すこともある．礫種は下位の一

湊礫岩部層とほとんど変わらないが，その大きさは小さ

吉田
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ノノ／
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　　　　　㊦一一長浜坂井らによる採取地点

第6図orthoq臓rtzite礫採取地点

く，直径1～2cmのものが多く，大きいものでも，そ

の直径約20cm位である．基質は主として粗粒の砂から

なっている．

　Orthoquartziteの礫の産出は非常にまれで，その発見

につとめたにもかかわらず，今圓の調査でも，わずかに

4カ所でみいだしたにすぎない．その色は灰～暗灰色

で，石英以外の砂粒はほとんど認められない．2次的石

英の成長を明瞭にしめすdust　ringを保存したものは一

湊東方で産出したにすぎない．

　なおorthoquartziteの礫の供給方向を知る目的で，そ

の礫の産出した付近の地層（礫岩層・粗粒砂岩層）中に

斜層理やimbricate構造がみいだされるかどうかを重点

的に調査した．さらに礫の岩種別において，地域によっ

て，礫の大きさの変化および礫量の変化などについての

規則性についても着目した．しかしながら以上のいずれ

においてもその供給方向を知る手がかりをつかむことは

できなかった．

地質構造

　四万十層群の地質構造は，地層が海岸に細長く露出し

ているにすぎないので，その詳細は明らかでないが，橋

本（1956）によると楠川一小島断層によりA・B・Cの

3区に分けられ，それぞれ特異な方向性を示す。

　A区域内の走向はN25～35。Eがきわめて優勢で，傾

斜方向はNWが優勢，傾斜角はNW傾斜の地層の大部分

が600以上，S　E傾斜のものではほとんど70。以上であ

る．

　B地域内の走向はN55。E～E－Wがかなり優勢で，傾

斜方向はNWがやや優勢，傾斜角はNW傾斜もS　E傾斜

も大部分40。以上で，A・C両区域に比べてゆるい，

　C地域内の走向はN10～25。Eがかなり優勢で，傾斜

方向はNWがきわめて優勢，傾斜角はNW傾斜のものは

ほとんど60。以上，S　E傾斜のものの大部分が70Q以上を

示す．

　摺曲はN’E－SW方向のものがかなりあるが，橋本

（1965）が一部に小規模の同斜摺曲が多く，その摺曲軸

間隔が数10cmないし数10mにわたり，そのため地層が

往々たたみ込まれたような外観を呈し，逆転することも

ある……とのべてV・るが，これらのなかにはslumping

によるものがかなりみられるようである．したがって逆

転層も種子島の熊毛層群（長浜，1968）に比べて少な

い．

　断層にはNE・NNEおよびNW系の3系統の正断層
があるほか，ときに小規模の衝上断層も見られる。

注3）種子島の熊毛層群と茎永層群との間の傾斜不整合に相当する．
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N
観察された堆積構造の概要

　調査地域内の四万十層群（一湊累層を除く）の砂泥互

層中にはsolemarking（且ute　cast・striationcast・groove

castおよびprodcastなど）・convolutelamination・ripPle

crosslaminationおよび漣痕が観察された．

　なお，このほか明らかにgroove　castに起源すると思

われる10adcast，bouncecastらしいものも認められた．

なお判定しにくV・castもいくつか観察された．

　Flute　castの形は，一般に扇形あるいは舌状をなすが

本地域のものは，その上流側の先端が鋭角的なもの，や

やねじれたものが多く，長さに比べて幅がせまい．

Flute　castの長さは普通10cm前後で，長いものは90

cmに及ぶものもある．幅は1～3cmのものが多く，

広いものは15cmに達することもある．

　その高さは一般に1cm以下であるが，最高4cmに

及ぶものも存在した．

　Groovecastの長さは普通10～35cmで，まれに130

cmに及ぶものもある．幅は4cm以下のものが多く，

25cmに達するものもある，その高さは普通1cm以下

のものが大部分で，まれに12cmに及ぶものも認められ

た．

　RiPPle　cross－1aminationは移動するripple　markにょ

りつくられた小規模な斜層理である．宮之浦付近に発達

する砂泥互層中の砂岩層の内部構造をみると，前述した

ようにripPle　markからつくられたripPle　cross－1＆mina－

tionを観察することができる．このsetの厚さは1．5～

3cmのものがもっとも多く，厚いものでも5cmであ

る．宮之浦付近のripple　cross－laminationは総数21を測

定した．この測定結果をそれぞれウルフのネットを使用

して，堆積時における流向を求めた，これらの結果を用
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第8図　同一set内におけるripPlecrosslamination

　　　が示すcurrent

o

o

　　　　　　　　　　S
第7図宮之浦北西海岸付近のripplecross－

　　　1aminationが示すcurrent　rose　diagram

いて，第7図のような流向のrosediagramを作成した．

その結果，流向の60％は南南西，38％は南東を示す。

　なお，同一set内における見掛け上同一方向を示す

ripplecross－laminationの傾斜方向の分散の程度を確か

めるために第8図のように同一set内のものを30個測定

した．その結果その方向はほぼ同一方向に集中すること

が判った．したがって同一set内において，数多く測定

しなくとも2～3回測定すればその方向はほぼ間違いな

いことが半Uった．

　屋久島の北海岸地域（上屋久町）には宮之浦累層が発

達する．この地域内の21地点で且ute　castを25，groove

castを26それぞれ測定した．これらの流痕は砂岩単層の

下底面に多数が群をなして観察されることが多い．これ

らの流痕の一つ一つをみると，多少のばらつきはあって

も，rose　diagramに示すと第8図に示した揚合と同様に

たいてい一方向に集中し，全体としての方向をほぼ正し

く示す．したがって測定にさいしては砂岩の下底面にお

ける流痕群から得られた主方向をその単層における古流

向とした．これらを第10図のrose　diagramに示した，

その結果Huteの示す流向は北から南への方向が最も卓

越して，全体の64％で，これに対して逆方向の南から北

への方向を示すものが全体のほぼ36％で，前者に比べて

少ない．

　groovec＆stなどは全部で26測定され，その走向はほぼ

N－S方向を示し，Hutecastが示す方向とよく調和す
る．

　屋久島の南海岸地域（屋久町）には麦生累層および宮

之浦累層が発達する．前者の麦生累層分布地域内の4地

点で，Hutecast4，groovecastを5，それぞれ測定し

た．測定数が余りにも少ないが，これらを第12図右のよ

うにrose　diag餓mに示した．その結果sole　markingが
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屋久町（南海岸）における麦生および宮之浦累層の古流向のローズダイアグラム

示す流れはSWからNEへの方向である．

　後者の宮之浦累層分布地域内の3地点ではHute　cast

8，groove　cast1をそれぞれ測定したにすぎない．その

測定数は麦生累層と同様余りにも少ないが，これらを第

12図左のrose　diagramに示した．その結果が示す流れ

はほぽ西から東への方向で，前者の麦生累層と約40。東

に偏っている．

考　　察

　屋久島に発達する四万十層群の古流向は一湊不整合を

境にして上下の2つに分けて考えることができる．

　宮之浦累層堆積時

　本累層は前述した事実からturbiditeによる堆積層で

あることはほぼ間違いなく，屋久島の北縁に位置する上

屋久町海岸においてはsole　markingやripple　cross－1am－

ination（長浜・長沼，1972）注4）からの古流向から砕屑

物の運搬方向は北→南が最も優勢で，これと反対の方

向，南→北もわずかである．したがって，明らかに，北

方向からの砕屑物の供給が優勢であったことがわかる．

　一方，屋久島の南側に位置する屋久町海岸に発達する

宮之浦累層の古流向図からその砕屑物の運搬方向は，そ

の大部分が西南西～南西→東北東で，明らかに西南西～

南西から砕屑物が供給されたことを示す．測定数は少な

いが，この方向は琉球弧の方向にほぼ一致する．とくに

下位の麦生累層の場合は薩南群島の四万十層群堆積盆の

伸びの方向によく一致する．

注4）対州層群の砂岩泥岩互層中にみられるripple　cross－1am至nation

　が示す古流向と他の初生的堆積構造とはよく調和する．

　以上の事実とその他の地質学的なことから屋久島地域

においては，麦生および宮之浦両累層の堆積時にはその

砕屑物の供給源は一方向ばかりでなく，南西および北の

2方向から供給されたものと推定される．

　一湊累層堆積時

　r湊累層からはorthoquartziteの礫が産出し，南方陸

地存在の鍵をにぎる地層として，最も重要である．しか

しながら，本累層は，orthoquartzite礫の産出量がきわ

めてまれで，その供給方向を示す斜層理やimbricateな

どの堆積構造が見当たらない．したがって，今回の調査

では南方陸地説を直接指示する資料を得ることはできな

かった．

　なお一湊累層中のorthoquartzite礫の供給源につV・て

は，先第三系の・rthoquartziteを含む古期岩の形状（硬

質であるにもかかわらず比較的よく円磨されている）と

四万十層群から供給された淘汰の悪い砂岩・泥岩からな

る礫とは明らかに区別できる．そのために，このortho－

quartziteを含む古期岩からなる礫について，たとえ一

湊累層中の堆積構造により南方からの供給を示したとし

ても，ただちに，このことだけでorth・quartziteが南方陸

地から直接供給されたとは断定しにくいであろう．なぜ

なら一湊累層堆積前においては，必ずしも南方から由来

したとはいちがいに断定できないからである．すなわち

北方陸地（徳岡隆夫，1969）やその他の地域から供給さ

れたorthoqu＆rtzite礫などを含む先一湊累層の礫が一湊

累層堆積時に洗い出されて礫となり，ふたたび南から北

に向かって，屋久島に分布する一湊累層中に流入し，再

堆積したとも考えられないことはないからである。
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　　　　　　　　　　ま　と　め

　今回の調査から次の結果を得ることができた、

　1）麦生および宮之浦累層中の砂岩はturbidite～Hu－

xoturbiditeであろう．

　2）宮之浦累層中の砂岩の基底に発達するソール・マ

ークや上部に発達するリップルクロスラミナの方向によ

って示される流れの方向（砂の運搬方向）は北および南

西からの2方向を示している．すなわち砂の供給源地は

屋久島の北側および南西側に存在した．

　3）一湊礫岩部層中の4カ所からわずかのorthoquart－

zite礫をみいだした．しかしながら，これから南方陸地

説を指示，あるいは否定するいずれの資料も遜いだすこ

とはできなかった．したがって，今後一湊累層中の堆積

構造など，さらに研究することが大切であろう．

　　　　　　　　　文　　献

BouMA，A。H．（1962）：S麟膨π渉ologッげSo耀Fひ56h

　　　　D6ゆ05髭5。孟σ7‘ψ勧孟鋤70α6ん∫o　Fα6葱65

　　　　癬6ゆ8鰯∫o箆。Elsevier，Amsterdam，168p。

DzuLYNsKI，S．，KsIAzKIEwIGz，M。and：KuENEN，

　　　　PH．H．　（1959）：Turbidites　in　flysch　of

　　　　the　Polish　Carpathian　Mountains。　B％泥．

　　　　θ60乙　306。　∠4ηzθ万σα，　voL　70，p．1089～

　　　　1118．

平山次郎・鈴木尉元（1965）：フリッシュ型砂泥互

　　　　層を構成する単層の形態と組織について．

　　　　地調月報．voL16，no．2，p，1～13．

　　　　・　　　　（1968）：単層の解析一その

　　　　実際と堆積学的意義について一地球科

　　　　学．vol。22，no．2，P．43～62，

HANzAwA，S．（1935）：Topogr＆phy　and　Geology　of

　　　　the　Riukiu　Islands．S6乞6．Rψ。7bhoん麗Zηψ．

　　　　乙碗乞∂．，　2η4567．　（（穿60Jo9ク），vo1・　17・

原田哲郎・徳岡隆夫・鈴木博之（1970a）：南方陸

　　　　地問題．島弧と海洋シンポジウム論文集．

　　　　東海大学出版会．

　　　　…　　　　　　　　　　吉村郁夫（1970b）

　　　　：南九州四万十累帯からOrthoquartzite

　　　　礫の発見．地球科学．vo1．24』o．5

　　　　（1972）：南方陸地ものがたり．国土と教

　　　　育。no．11，P．2～6。

橋本　勇（1956）：屋久島の時代未詳層群の層序と

　　　　その地質構造および種子島西部の熊毛層群

　　　　に関する1，2の事実，九大教養地学研究

　　　　報告，no，2，P。23～34・

長浜春夫（1965）：斜層理からみた北西九州第三紀

　　　　層の堆積，地調報告．no．211，p．1～66．

　　　　（1968）：種子島にみられる逆転層．地調

　　　　月報．vol．19，no．9，P．69～70・

　　　　・長沼幸男（1972）：対州層群の砂岩泥岩

　　　　互層中にみられる舌状漣痕の古流向（演旨），

　　　　目本地質学会79年学術大会．p・189．

田中啓策（1965）：和泉山脈中部の和泉層群．とく

　　　　にその堆積相と堆積輪廻について。地調報

　　　　告．n・．212，32P．

　　　　（1970）：茨城県那珂湊海岸の上部白亜紀

　　　　タービダイト層．地調月報．vo1。21，no．

　　　　10，P。13～27．

徳岡隆夫・飛騒地域礫岩研究グループ（1969）＝飛

　　　　羅地域のOrthoquartzite礫（演旨）．地質

　　　　学雑誌．voL75，no・2，p・90・

山本裕彦（1971）：フリッシュ型砂岩層に発達する

　　　　convolutelaminationについて．地質学雑

　　　　誌．vo1．77，no．1，P．23～35．

11一（455）



　（With　l8～39）



灘麗羅馨鰯灘，灘鰯　灘

鰻　・翻麟灘灘．、雛．麟灘麟雛　・　馨麟

切
ミ
ト

o魯
ト

艶
養

ミ
§

苺

悼
なD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊　　　瑚　　　礁
　　　　　　　　　　　　礫は主として四万十時代未詳層群中の泥岩および砂岩（宮之浦北西海岸）
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砂泥互層中にみられる

slumpstructure（宮之浦国

民宿舎西方海岸）
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砂泥互層（微細粒砂岩）中にみられる　slumpstructure（宮之浦国民宿舎南西海岸）
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1於泥岩中にみられるslump

structure（宮之浦北西海岸）
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　　　　　　　　砂　岩　泥　岩　互　層
砂岩の厚さが泥岩に比べてとくに厚い（宮之浦国民宿舎すぐ西海岸）
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泥がち砂岩泥岩互層（宮之浦北西海岸）
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砂岩の下底面にみられるflutecasts　流向は左上から右下へ（宮之浦東海岸）

、
隷
融

㎏
榔



砂岩の下底面にみられるflutecast　　流向は左から右へ（宮之浦東海岸）
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砂岩の下底面にみられるflutecast　　流向は下か・ら上へ（屋久町湯泊南東海岸）
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砂岩の下底面にみられるstriationcasts・prodcasts

流向は右下から左上へ（上屋久町宮之浦南西海岸）
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纒

欝騨鱗

砂岩の下底面にみられる

groovecast（上屋久町宮之

浦北北西海岸）



砂岩の上面にみられる水流漣痕

（宮之浦国民宿舎西北西海岸）

流向は左から右へ
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泥がち砂岩泥岩互層中にみ

られるslump　ball

（一湊東海岸）
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泥岩中にみられる団塊（nodule）（宮之浦北西海岸）
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宮之浦累層から産出する生

痕（Chondritessp・）

（宮之浦国民宿舎西側海岸）
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Plate32の生痕（Chondri－

tessp．）を裏側からみた産状

萎



β
麗
I
J
．
06
・
」
，
Sπ
7∂
．
．
ノ
吻
π
，
π
・
1。
2
3

PJ鷹
34

羅

髪
萎
　
髄
　
e
　
填
　
顛
　
ゆ

　
　
　
　
虞

　
　
　
　
慮

　
　
　
　
踏

　
　
　
　
遅

　
　
　
　
旧

　
　
　
　
選

　
　
　
　
皐

1難



泥岩層中にみられる砂管（？）　（宮之浦東海岸）
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宮之浦層中の砂岩単層の産状と形態（下部平行葉理部と

下部漣痕葉理部の2単位から構成）　（宮之浦北西海岸）
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砂岩泥岩互層中にみられるconvolute

laminationの産状と形態

（宮之浦北西海岸）
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砂がち砂岩泥岩互層中にみられるconvolutelaminationの産状と形態

　　　　　　　　　　（宮之浦北西海岸）
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一湊礫岩層の産状（この中

にorthoquartziteの礫がま

れに産出する）

　（一湊北東湾内海岸）
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